
○赤磐市水道事業配水管布設工事施工に関する規程 

平成２０年２月１４日 

企業管理規程第１号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、水道法（昭和３２年法律第１７７号）第５条に規定する配水施設のうち配

水管における施工技術を確保することにより、水道水の安全を図るため法令その他別に定める

ものを除き必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において配水管布設工事とは、配水管の新設・移設の工事及び弁栓類の設置工

事並びに配水管修繕工事をいう。 

（施工技術の確保） 

第３条 配水管布設工事を行う者は、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第３条に規定する

水道施設工事業の許可を受け、かつ、赤磐市指定給水装置工事事業者規則（平成１７年赤磐市

規則第２４０号）の規定する指定事業者の指定を受けた者でなければならない。 

２ 配水管布設工事の施工に当たり、工事の現場ごとに配水管の接合、切断、分岐、止水等専門

の技術力を有する者を置かなければならない。 

３ 前項に規定する専門の技術力を有する者とは、日本水道協会の配水管技能者名簿（一般・耐

震又は大口径管）に登録された者又は日本水道協会岡山県支部の配水管技士登録簿に登録され

た者（以下「配水管技士等」という。）をいう。 

４ 配水管布設の新設・移設工事施工に関し、耐震の接合工については、日本水道協会の配水管

技能者名簿（耐震）に登録された者を、口径４００ミリメートル以上の接合工については、日

本水道協会の配水管技能者名簿（大口径管）に登録された者を置かなければならない。 

５ 第１項及び第２項の規定は、緊急修理等で水道事業管理者が特に必要と認める工事について

は適用しないことができる。 

（配水管技士等） 

第４条 配水管技士等は、３月以上継続して直接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。 

２ 配水管技士等は、建設業法第２６条に規定する主任技術者又は監理技術者と兼ねることがで

きる。 

（準用） 

第５条 この規程は、導水管及び送水管の工事に準用する。 

（その他） 

第６条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。 

附 則 



（施行期日） 

１ この規程は、平成２１年９月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行の日の前に契約続行中の工事については、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月１日企管規程第２号） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行の日の前に契約続行中の工事については、なお従前の例による。 

 


